
ユーザの直感に基づく動画検索のための
評価項目別自動スコアリング手法の提案

鴇田和士†1 矢部沙也加†1 上田真由美†2 中島伸介†1

†1京都産業大学 †2流通科学大学 /大阪大学

1 はじめに
近年，動画共有サイトには膨大な動画が存在し，多
くのユーザはキーワード検索をした後に，タイトルや
サムネイルから好みの動画を判断して視聴する．しか
しながら，図 1に示す通り，ユーザが直感的に観たい
と思える直感的動画検索は，従来のキーワード検索で
は限界がある．また，既存の情報では実際に再生する
までユーザが真に求めている動画か判断することが困
難である．
そこで本研究では，ユーザが直感的に観たいと思え
る直感的動画検索を可能とするシステムの開発を目指
し，まずは評価項目別コメント自動スコアリング手法
の提案を行う．本手法では動画に対して投稿されたコ
メントを分析することで，その動画に対するユーザの
直感的評価を評価項目別スコアとして付与する．そし
て，この評価項目別スコアを視聴前に提示することで，
ユーザの直感的に基づく新たな切り口による検索を可
能とし，ユーザは動画を再生する前に，真に求めてい
る動画か否かを判断可能となる手法を提案する．本稿
では，提案手法の概要を述べるとともに．新たな動画
検索に必要となる評価項目について検討する．

図 1: 従来の動画検索手法の問題点

2 関連研究
近年の動画共有サイトにはユーザが自由にコメント
でき，YouTube[1]やニコニコ動画 [2]などが有名であ
る. また、上記サイトには膨大な動画が日々アップロー
ドされている. ユーザはタグ検索やキーワード検索で
観たい動画を探し，動画に対する評価・コメントを自
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由に書き込むことができる．
動画分析に基づく関連研究として，村上らは動画に
付与されるコメントの文字「w」に着目し，解析を行
うことで，動画ごとの「笑い」の度合いを数値化する
手法を提案した [3]．中村らは，感性に基づく正規表現
辞書を構築し [4]，ユーザが書き込んだコメントを分析
して，positive，negative，happy，sad，surpriseといっ
た感性に基づくランキング検索を可能とした [5]．本研
究では,これらの感性分析には留まらず，ユーザのより
直感的な動画検索を可能とする技術の開発を目指して
いる．
また，レビュー分析に基づく評価表現別自動スコア
リング手法に関する従来研究として，松波らは，コスメ
アイテムに特化した評価表現辞書を構築し，レビュー自
動スコアリング手法を開発した [6]．同様に，安部らは，
ホテル予約サイトに投稿されたレビュー文を分析する
ことで，ホテルに特化した評価表現辞書を構築し，ホ
テルレビュー自動スコアリング手法を開発した [7]．本
研究ではこれらの辞書構築手法を参考にしつつも，動
画に対するより直感的な評価項目の選定と各評価項目
に対する評価表現の効率的な抽出を目指すものである．
上述の通り，動画のコメント分析による感性検索の
研究や，レビュー解析による評価表現別のスコアリン
グ手法に関する研究は数多く行われているが，本研究
にて実施している直感的動画検索のための評価表現別
自動スコアリング手法に関する研究開発は行われてい
ない．

3 評価表現辞書を用いた評価項目別コメント
自動スコアリング方式

3.1 提案手法の概要

我々は，動画に付与されるコメントを分析し，評価
項目別自動スコアリングをすることで，動画を再生す
る前に，真に求めている動画か否かを判断可能となる
手法を提案する．図 2のように，従来手法では動画共
有サイトの一覧から主にタイトルとサムネイルを見て
動画を選択するため，予想していた内容と異なること
がある．一方，提案手法では，各動画に，従来のキー
ワード検索では拾えないような，また，ポジティブやネ
ガティブと言った単純な感性検索ではない動画に特化
した評価項目にスコアを付与することで，視聴前から
ユーザが真に求めている動画か否かを判断可能とする．
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図 2: 提案手法の概要

3.2 評価項目の検討

本節では，動画に対する評価項目を検討する．本研
究では，楽しいや悲しいと言った単純な感性検索では
なく，動画に特化した直感的な検索を可能とすること
を目的としている．ここで，現時点で検討する評価項
目を下記に述べる．被験者 11人に，約 100個の評価項
目の中から欲しいと思う評価項目を 1～5位まで選出し
てもらった．1～5位をそれぞれ 5点，4点，3点，2点，
1点として集計した結果，図 3のように，評価項目の
中で “癒し，エモい，作業，バズる，プロ，賑わい，尊
い，きゅん，etc…”という順に人気があることが分か
る．今後も慎重に検討していく予定である．

図 3: 評価項目のアンケート結果

3.3 評価表現辞書の構築

本節では，動画に対する評価項目別のスコアを有す
る評価表現辞書の構築について述べる．動画を視聴す
るユーザは多種多様な直感的評価表現で動画に対する
コメントを投稿している．そこで，実際に使用されて
いる直感的評価表現を収集し，辞書に登録することで
評価表現辞書の構築を行う．
評価表現辞書の構築に使用するコメントデータは，動
画共有サイトのニコニコ動画のコメントデータセット
を用いる予定である．具体的には，図 4のように，コ
メントに含まれる直感的評価表現を「キーワード」・「程
度」に分割し評価項目ごとに分類して辞書に登録する．
例えば，「すごくドキドキした」と言うコメントがあっ
た場合，「ドキドキ」をキーワードとし，「すごく」を程

度とする．そして，この直感的評価表現に適する評価
項目を「きゅん」とする．また，評価表現のスコアの設
定は，数名の実験者にアンケートを行ってもらい，0か
ら 5の範囲でスコアをつけてもらう予定である．また，
キーワードの収集を手動で行う予定ではあるが，新た
なアプローチとして，word2vecを用いて単語の意味を
ベクトル表現化し，評価項目と近い意味の単語を抽出
し，抽出した単語をキーワードとする．また，同様に，
抽出したキーワードと近い意味の単語をword2vecを用
いて抽出することで芋づる式にキーワードの収集が行
えると考える．

図 4: 「きゅん」の評価表現辞書の例

4 おわりに

本論文では，動画に特化した評価表現辞書を構築し,
自動スコアリングをする手法を述べた. 従来のキーワー
ド検索では困難な直感的動画検索を実現すべく，動画
に付与される実際のコメントから抽出した直感的評価
表現を利用した，動画に特化した評価表現辞書の構築
を目指す．今後，定性的な評価項目について，どのよ
うに定義づけ，定量的に表現するかが課題になってく
ると考える．また，評価項目のキーワードの収集につ
いても，データ分析に基づき自動収集するアプローチ
も検討する．
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